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１．１．１．１．研究活動の目的    

    

情報共有技術小委員会の研究活動の目的は，1997 年

設立以来変更なく，「情報共有に用いられる固有技術

について調査研究すると共に，土木分野における適用

方法を調査研究しその結果を公表することにより，研

究成果を，土木学会員を中心とした土木技術者に広く

還元する」ことである． 

    

２．２．２．２．研究活動の範囲    

    

土木情報学委員会ではモデルや基準など理論志向の

小委員会が多い中で，情報共有技術小委員会は，技術

志向かつ実務志向であると自らの活動を位置づけてき

た． 

特に研究成果を，土木学会員を中心とする土木技術

者に還元するために，プロ仕様の難解で高価な情報通

信技術ではなく，一般的に誰でも入手可能な，簡単で

安価な技術が土木分野に適用できるかという視点から

研究を行っている． 

情報共有技術の研究は，情報の入力（Input），保管

（Storage），出力・利用（Output）に関する技術を対

象範囲としており，2012 年度からは「時空を超えた情

報共有」を具体的な目標として,土木用語辞書,AR（拡

張現実）の両面で研究活動を進めてきた． 

３．３．３．３．活動の概要活動の概要活動の概要活動の概要    

    

（１）活動経過（１）活動経過（１）活動経過（１）活動経過    

情報共有技術小委員会の活動経過は以下のとおりで

ある． 

1997～2001 年度：要素技術の調査研究．  

2002 年度：情報共有ポータルサイト「土木学会情報受

発信サイト JSCE.jp」を構築． 

2003 年度：(1)「土木学会情報受発信サイト JSCE.jp」

に運用協力 (2)「土木用語意味ネットワーク辞書」

などの実験システムの作成・検証．  

2004 年度：(1)土木図書館委員会情報検索支援システ

ム研究小委員会の活動にオブザーバ参加，(2)「土木

情報セミナー～開発が進むデータモデル，分類体系，

オントロジー～」（2005 年 5 月 12 日）を開催． 

2005 年度：「土木用語」を「ウィキペディア」で整理，

公開できないか予備検討． 

2006 年度：「土木用語分科会」「プラットフォーム分

科会」の 2分科会を設置． 

2007～2008 年度：インターネット放送，セカンドライ

フ技術，見出し語ファイルに関わる言語処理技術の

基礎調査． 

2009 年度：インターネット放送技術（Web 会議システ

ム，ストリーミング配信）の実証実験を実施． 

2010 年度：三次元情報共有技術の調査． 

抄録：抄録：抄録：抄録：「情報共有技術小委員会」は 1997 年設立以来，インターネット標準技術を用いた情報共

有実践と普及促進を目標に調査研究している．2012～2013 年度は,「時空を超えた情報共有」をテ

ーマに活動を行った．将来の土木技術者が過去の設計図書などの情報を理解するためには言葉の定

義が重要であるとの考えから，インターネットで自由に使える土木用語辞書について,（一財）日

本建設情報総合センターの研究助成を活用させていただき，システム・データベースの構築，デー

タの電子化を行った．また，三次元情報を現場で活用するために有効な技術として継続研究してい

た AR（拡張現実）について，土木技術者に広く知ってもらうための活動として，過去の遺産を現代

に伝える選奨土木遺産を AR で紹介する土木遺産 AR の構築を行っている．2013 年度後半からは，急

速に発展するウェアラブルデバイスについての調査を開始し，今後は「人が直感的に素早く情報共

有できる技術」を軸に研究していく． 
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2011 年度：「土木用語ワーキンググループ」「AR ワー

キンググループ」の 2 分科会を設置． 

2012年度：土木用語辞書とARデモアプリの構築着手． 

2013 年度：「土木用語辞書」「土木遺産 AR」を構築． 

 

（２）土木用語辞書（２）土木用語辞書（２）土木用語辞書（２）土木用語辞書の研究の研究の研究の研究 

土木構造物はその耐用年数が 20～100 年と長いため，

設計や施工に携わった人が世代交代してしまうだけで

なく，維持管理においては数世代に及ぶ可能性もある．

また，土木構造物の地下部分はもちろん，コンクリー

ト中の鉄筋など，完成後は外見からでは内部構造が判

断できないものが多く，新設時の設計図書や維持管理

記録が重要な情報となる． 

しかし，長い時間の経過の中で，図面表記の変化（屯

とｔ），単位の変化（kgf と N），材料や資機材の変化

（SD35 と SD345），製品や工法などの名称の変化（矢

板工法と在来工法）など，せっかく保管した情報が，

利用している用語が判読できないために，将来利用さ

れなかったり，誤って利用されたりといった可能性が

ある． 

そこで，本小委員会では，未来の土木技術者との情

報共有にあたり，「文字として保管される情報につい

て，時間情報や出典を明確にし，用語の定義を共有・

保管することで未来の土木技術者が容易に設計図書な

どの情報を理解することができるのではないか」と考

えた． 

2012 年度は，前年度に（一財）日本建設情報総合セ

ンター（JACIC）の研究助成事業に応募し採用された，

「土木分野の専門用語辞書における見出し語と定義文

の収集分析および共同編集システムの実用化に関する

研究」を継続し，「インターネットで自由に使える土

木用語辞書」の実現に向けた検討を行った． 

2013 年度は，システム構築が完了し，JACIC の研究

助成事業の論文を作成した．用語の入力作業では小委

員会委員及び所属組織保有の資料に加え，土木学会の

土木図書館の協力を得て，示方書類より 3,557 語，法

令より 1,259 語を収蔵した．その結果，総用語数は当

初目標の3,000語を大きく上回る4,816語となった（図図図図

－１－１－１－１）． 

 

（（（（３３３３））））ARARARAR の研究の研究の研究の研究 

土木技術者にとって，図面や技術文書などの設計図

書は，設計者，施工者（製作者）を繋ぐ重要なツール

である．近年のスマートフォンに代表される高性能モ

バイル端末の普及によって，書籍さえも電子化される

状況になっており，電子化された設計図書の現場利用

が期待されていたが，デバイスの耐久性などの動作上

の制限から，なかなか現場の電子化が進んでいなかっ

た．しかし，電池性能の向上や，防水・防塵型のタブ

レット端末の登場により，現場でも利用可能なデバイ

スが発売されるようになっている．また，コンピュー

タの性能向上に伴い，土木構造物であっても，三次元

表現が容易になっており，土木分野で三次元情報の利

用環境は整ってきている．そこで，三次元を扱う技術

を調査し，特に情報共有に有効な技術を選定し，土木

の現場での適用について研究を行った． 

このような調査活動の中で，仮想空間と現実空間を

重ね合わせて表現する AR が，現場で活用する三次元情

報共有技術として有効であるとの結論を得た． 

2012 年度は，前年度までの AR 技術の調査結果を踏

まえ，AR デモシステムの構築について研究を行った． 

QR コードのような 2 次元標識上に 3D 映像を重畳す

る AR マーカー方式は，容易に実現可能な技術である反

面，大きな構造物の CG を重畳表示するには不向きであ

ることが判明したため，土木分野における応用は限定

的であると判断した． 

一方で，自然特徴点を画像認識処理で抽出して位置

同定を行うマーカーレス方式は，画像認識処理技術の

向上により，研究に着手した時点より格段に利用しや

すい技術となっていることが分かった．しかしながら，

土木構造物の自然特徴点を三次元点群データとして展

開する手法などについて，さらなる技術的蓄積が必要

であり，現時点では継続研究課題として，引き続き調

査を進めることとした． 

また，GPS や電子コンパスなどを用いて位置同定す

るセンサ利用方式は，「セカイカメラ」（2014 年 1 月

サービス終了）などの有名な実装例があり，普及して

いる技術である．最近は，スマートフォンの普及によ

り，これらのセンサ類を搭載した端末が身近になって

おり，土木技術者に AR を広く知ってもらうための技術

図－１図－１図－１図－１    土木用語辞書の検索例    
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として最適であると判断した． 

2013 年度はこれを受けて，センサ利用方式の AR の

コンテンツとして，土木技術者になじみのある選奨土

木遺産に着眼し，選奨土木遺産の位置を知らせる土木

遺産 AR を構築した．本システムは，①スマートフォン

アプリケーション，②AR 情報提供サーバ，③各構造物

の紹介ページからなり，たとえば街頭や路上などでス

マートフォンをかざしたとき，画面にカメラ機能で写

された風景の上にその方向にある選奨土木遺産のアイ

コンが重畳表示され，さらにアイコンをクリックする

と詳細な紹介ページが表示されるものである．①は既

製の無償アプリを利用し，②を独自構築した（③につ

いては後述）． 

 

４．４．４．４．今後の活動予定今後の活動予定今後の活動予定今後の活動予定    

 本小委員会で取り組んできた土木用語辞書，及び土

木遺産 AR について，土木学会 100 周年事業のひとつで

ある「土木学会ポータルサイトの構築」事業（B-9 事

業）から協力要請があり，100 周年コンテンツとして

公開することになった． 

土木用語辞書は，10 年以上取り組んできた活動がよ

うやく形となり，公開に向けて動き出した．今後の課

題としては，公開の許諾，及び用語の追加・更新であ

る．公開の許諾については，土木学会の出版物だけで

なく，他団体による出版物についても許諾を進める必

要があるため，用語が部分的ながらも，土木用語辞書

として動作するシステムを外部に示すことにより，許

諾の機運を高め，スムーズな許諾につなげていきたい．

用語の追加・更新については，継続的にメンテナンス

する体制の構築が急務である．本件に関しては，土木

図書館委員会と協議しながら進めている． 

土木遺産 AR については，未構築であった「③各構造

物の紹介ページ」について，土木写真家の西山芳一先

生に，写真，位置情報，紹介文など，全面的にご協力

いただけることになり，こちらも公開に向けて動き出

した．今後は，マーカーレス方式の AR についても取り

組んでいきたい． 

また，2013 年度後半からは，Oculus Lift（VR ヘッ

ドセット），Leep Motion（空中ジェスチャ操作デバイ

ス）などのデモンストレーションを通じて，次世代の

ウェアラブルデバイスが低価格化し，急速に普及して

いることが分かってきた．これらのデバイスは，スマ

ートフォンを持つことによって手が塞がる AR の欠点

を補うだけでなく，AR を超える直感性を持っており，

「人が直感的に素早く情報共有できる技術」として，

今後の小委員会活動の軸としていきたい． 

本小委員会では，最新の情報通信技術に触れられる

機会も増えることから，興味のある方は是非，参加い

ただければ幸甚である． 
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金を提供していただいた（一財）日本建設情報総合センター，

用語の収集にあたって対象書籍の貸し出しや選定にご尽力

いただいた土木学会の土木図書館に，心よりの感謝の意を表

す． 

情報共有技術小委員会委員名簿 

 
小委員長  

 枡見 周彦 JIP テクノサイエンス(株) 

副小委員長  

 速水 卓哉 (株)大林組 

 中川 実 オリンパスイメージング(株) 

委員  

 阿座上 泰宏 (株)TBS ビジョン 

 新 良子 伊藤忠テクノソリューションズ(株) 

 伊藤 一正 (株)建設技術研究所 

 井上 透 (株)きもと 

 金子 秀教 パシフィックコンサルタンツ(株)  

 楠 達夫 ジェイアール東日本コンサルタンツ(株)  

 熊谷 大輔 愛知県 

 佐々木 晋 (株)建設技術研究所 

 佐藤 郁 戸田建設(株)  

 椎葉 航 伊藤忠テクノソリューションズ(株)  

 薗田 優 (株)横河技術情報 

 高木 幸子 オリンパスイメージング(株) 

 竹村 朗 (株)きもと 

 長尾 高嗣 伊藤忠テクノソリューションズ(株)  

 宮田 卓 電気事業連合会 

 宮本 勝則 (一財)日本建設情報総合センター 

 

- 277 -




